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ザ・ストーリーオブ・東海道五十三対 国貞・国芳・広重 

  

歌
川
派
の
人
気
絵
師
、
歌
川
国
貞
・
歌
川
国
芳
・
歌
川
広
重
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
「
東
海
道

五
十
三
対
」
。
本
展
で
は
、
全
五
十
五
枚
の
「
東
海
道
五
十
三
対
」
と
関
連
作
品
を
併
せ
て
、

八
十
点
以
上
の
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
得
意
分
野
で
江
戸

の
人
々
を
魅
了
し
ま
し
た
。
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
江
戸
寿
那
古
細
撰

記
』
で
は
、
「
豊
国
に
か
ほ
（
似
顔
）
、
国
芳
む
し
ゃ
（
武
者
絵
）
、
広
重
め
い
し
ょ
（
名
所
絵
）
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
東
海
道
五
十
三
対
」
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
師
の
表
現
描
写
に
注
目

し
な
が
ら
、古
く
か
ら
伝
わ
る
東
海
道
の
伝
説
・
故
事
・名
物
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

      
歌川国貞（１７８6‐１８６５） 

 天明７年（178６）5月に本所五ツ目の渡し場を経営する亀田

屋の九代目角田庄五郎（庄三）として生まれる。十代半ばに初

代歌川豊国に入門し、早くからその才能を認められ、弘化元年

（1844）には、師匠の名「豊国」を襲名する。門人たちと分業体

制を確立させ、圧倒的な作画量で１万点以上の作品を世に残

した。広重、国芳らと並び、江戸末期の浮世絵界を牽引した。 

 

 

幕末の三大人気絵師！？ 

歌川国芳（１７97‐１８６１） 

 寛政 9 年（1797）１１月、江戸の日本橋本銀町で染色業を

営む柳谷吉右衛門の元に生まれる。15歳の頃、歌川豊国に入

門する。当初は売れない時期があったが、31 歳の頃に発表し

た中国の小説を題材にした浮世絵シリーズ『通俗水滸伝豪傑

百八人之一箇』をきっかけに人気を博し、「武者絵の国芳」とし

て知られるようになる。以来、大胆で奇抜な武者絵や妖怪絵を

多く手掛け、また西洋画の手法なども探求し、独自の浮世絵を

確立させる。また、落合芳幾や月岡芳年、歌川芳虎など多くの

すぐれた弟子を育てた。 

歌川広重（1797－1858） 

 寛政９年（1797）、江戸八代洲河岸の定火消同心である安

藤家に生まれる。１３歳にして両親を亡くし、１５歳の頃歌川豊

広に入門する。そのわずか１年後には、歌川広重を名乗ること

が許される。当初は、役者絵や美人画を多く描いていたが、３７

歳の頃、東海道の風景を描いた「東海道五拾三次之内」（保

永堂版）が大ヒットし、名所絵の先駆者として、数多くの名所を

描いた。 

2026年 9月 19日（土）～11月 3日（火/祝） 
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ど  

す 
  

な 

こ 
 

さ
い
せ
ん 

つう ぞくすい こ でんごうけつ     

 

き 

じょうび けし どうしん 

   

奇抜な構図で目を引く 

 

 

歌川国芳 
調和が織りなす風景美 

歌川広重 
江戸の流行を鮮やかに彩る 

歌川国貞 

歌
川
広
重
「
東
海
道
五
十
三
対 

戸
塚
」 

歌
川
国
芳
「
東
海
道
五
十
三
対 

藤
沢
」 

歌
川
国
貞
「
東
海
道
五
十
三
対 

神
奈
川
の
駅 

浦
島
づ
か
」 

に
が
お 

 

ひゃくはちにん の   ひとり 

 



                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「
東
海
道
五
十
三
対
」
の
各
図
や
詞
書
の
多
く
は
、『
東
海
道
名
所
図
会
』
が
参

考
に
さ
れ
て
い
ま
す
。『
東
海
道
名
所
図
会
』
は
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
に

刊
行
さ
れ
た
東
海
道
の
旧
跡
や
神
社
仏
閣
、
宿
場
の
様
子
な
ど
が
描
か
れ
た
名

所
案
内
記
で
す
。
本
文
は
秋
里
籬
島
、
挿
図
は
竹
原
春
泉
斎
、
鍬
形
蕙
斎
、
円
山

応
挙
な
ど
が
担
当
し
て
い
ま
す
。 

 

【
図
１
】
は
「
東
海
道
名
所
図
会
」
の
浜
松
の
箇
所
で
す
。
一
の
谷
の
合
戦
で

敗
れ
た
平
重
衡
が
捕
虜
と
し
て
鎌
倉
へ
護
送
さ
れ
た
時
の
こ
と
。
途
中
に
寄
っ

た
池
田
宿
で
、
熊
野
と
い
う
女
性
に
琴
歌
で
慰
め
ら
れ
る
『
平
家
物
語
』
の
「
重

衡
東
下
り
」
の
場
面
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。【
図
２
】
の
歌
川
国
芳
に
よ
る
「
東

海
道
五
十
三
対 

浜
松
の
駅
」
で
は
、
【
図
１
】
の
詞
書
が
引
用
さ
れ
て
い
る
の

み
な
ら
ず
、
図
像
も
参
照
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
例
え
ば
【
図
１
】

の
左
頁
の
中
央
に
描
か
れ
て
い
る
直
垂
を
着
た
男
性
に
注
目
を
す
る
と
、
こ
の

男
性
の
服
装
や
佇
ま
い
が
、【
図
２
】
に
描
か
れ
て
い
る
平
重
衡
の
姿
と
重
な
っ

て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。
一
方
で
、
熊
野
の
姿
は
平
安
時
代
の
風
俗
で

描
か
れ
て
い
る
【
図
１
】
と
は
異
な
り
、
【
図
２
】
で
は
、
島
田
髷
と
い
う
当
時

若
い
女
性
の
間
で
流
行
し
た
髪
型
な
ど
を
取
り
入
れ
、
浮
世
絵
な
ら
で
は
の
表

現
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。
二
つ
の
図
を
見
比
べ
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の

特
徴
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 
こ
と
ば
が
き 

あ
き
さ
と 

り 

と
う 

く
わ 

が
た 

け
い 

さ
い 

た
い
ら
の
し
げ
ひ
ら ゆ 

 

や 

ひ
た
た
れ 

 

【図１】秋里籬島著 竹原春泉斎画『東海道名所図会』巻之三「遠州 浜松」より抜粋 

【図２】歌川国芳「東海道五十三対 浜松の駅」 

東海道名所図会と東海道五十三対 
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は
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ま
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「
東
海
道
五
十
三
対
」
は
「
小
倉
擬
百
人
一
首
」
を
出
版
し
た
こ
と
で
も

知
ら
れ
る
伊
場
屋
仙
三
郎
、
伊
場
屋
九
兵
衛
、
伊
勢
屋
市
兵
衛
、
遠
州
屋

又
兵
衛
、
小
嶋
屋
重
兵
衛
、
海
老
屋
林
之
介
の
六
軒
の
版
元
か
ら
出
版
さ

れ
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
元
々
、
団
扇
絵
（
団
扇
に
貼
る
浮
世
絵
）
の
版
元

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
天
保
十
二
ー
十
四
年
（
一
八
四
一
ー
四

三
）
頃
を
中
心
に
行
わ
れ
た
天
保
の
改
革
に
よ
っ
て
、
地
本
問
屋
仲
間
が

解
体
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
活
躍
の
場
を
広
げ
、
錦
絵
の
出
版
に
も
関
わ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
東
海
道
五
十
三
対
」
で
は
、
画
面
上
部
に
描
か
れ

た
団
扇
型
の
枠
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
版
元
を
区
別
し
て
い
ま
す
。 

  

【
知
れ
ば
も
っ
と
お
も
し
ろ
い 

浮
世
絵
用
語
辞
典
】 

東
海
道
五
十
三
対
・・・東
海
道
の
各
宿
場
に
ま
つ
わ
る
伝
説
や
故
事
・名
物
を
描
い
た 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

揃
物
。歌
川
国
貞
・
国
芳
・
広
重
の
競
作
に
よ
り
制
作
さ
れ
、
出 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

版
に
は
六
軒
の
版
元
が
携
わ
っ
た
。 

似
顔
・
・・肖
像
画
の
一
種
で
、役
者
な
ど
個
人
の
顔
つ
き
を
似
せ
て
描
い
た
絵
を
指
す
。 

名
所
絵
・・・名
所
や
景
勝
地
を
描
い
た
絵
を
指
す
。文
化
・文
政
期
の
旅
の
流
行
を
経
て
、 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

大
流
行
す
る
。 

武
者
絵
・・・歴
史
や
軍
記
物
、伝
説
上
に
登
場
す
る
武
将
や
英
雄
を
描
い
た
絵
。
浮
世
絵 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

の
誕
生
当
初
か
ら
人
気
の
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
っ
た
。 

揃
物
・・・一
つ
の
テ
ー
マ
で
構
成
さ
れ
た
シ
リ
ー
ズ
物
の
浮
世
絵
。
特
に
天
保
期
に
は
、
葛 

  
 
 
 
 
 
 

飾
北
斎
の
「
冨
嶽
三
十
六
景
」
や
広
重
の
「
東
海
道
五
拾
三
次
之
内
」
な
ど
枚 

 
 
 
 
 
 
 
 

数
の
多
い
揃
物
の
ヒ
ッ
ト
作
が
次
々
と
誕
生
し
た
。 

版
元
・・・浮
世
絵
の
制
作
・企
画
・販
売
を
行
う
現
代
で
い
う
出
版
社
を
指
す
。版
元
は
、 

 
 
 
 
 
 
 
 

絵
師
・摺
師
・
彫
師
を
手
配
す
る
。 

改
印
・・・浮
世
絵
の
刊
行
時
期
を
示
す
印
。
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
頃
に
改
印
制
度
が 

  
 
 
 
 
 
 

設
け
ら
れ
る
と
、
検
閲
を
通
過
し
公
刊
が
認
め
ら
れ
た
浮
世
絵
に
改
印
が
押 

  
 
 
 
 
 
 

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

   

東
海
道
五
十
三
対
の
版
元 

お
ぐ
ら
な
ぞ
ら
え
ひ
ゃ
く
に
ん
い
っ
し
ゅ 

い   

ば  

や  

せ
ん 

ざ
ぶ
ろ
う 

い  

ば   

や  

き
ゅ
う
べ
え 

 
 

 

い 
 

せ 
 

や 

い
ち 

べ
え 

 
  

え
ん
し
ゅ
う
や 

 

 
 

ま
た 

べ
え      

 

こ  

じ
ま 

や 

じ
ゅ
う 

べ
え       

え 
 

び  

や 

り
ん 

の 

す
け 

う
ち
わ 

え 

そ
ろ
い
も
の 

そ
ろ
い
も
の 

団扇：伊場屋仙三郎 団扇重ね：遠州屋又兵衛 

海老：海老屋林之助 長方形：伊勢屋市兵衛 

団扇２：伊場屋九兵衛 雪輪重ね：小嶋屋重兵衛 
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